




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































た人たちの書いた重厚な審物や， ~今日と明日 J 叢書のような薄いパンフレッ
トなどを通して，私たちのどこが間違っているのかを，私たちに向かつて，
しきりと語り聞かせてくれる。人間の欲求が， もっと切迫した生き方への理
解iこまで及んだことは，決してなかったからだ。私たちは，宮や権力や興奮
サルヴェパリー・ラーダークリシュナン『霊的理想主義の人生観」第2章 225 
を求めることに，どんなに忙しくても，今では，求めるに値するのはただそ
れだけなのだ，などとうそぶいているわけではなL、。ただ， 1確かな目的と，
はっきりした目標が，無いだけなのだ。生活は，断片的で，つまらなL、。ど
んなことにも大した意味はなく，どんなことにも大した重要性はない。そこ
で，切に道を求める心は，疑ったり議論したりすることに明け暮れ，人生に
ついてのもっと貴震な意味や，人生のもっと深い実相や，懐疑論と確実なも
のを一掴みにして諸々の疑問と現代生活の実態とを一纏めに理解してくれる
ような，総合的見解などを，手探りしながら求めることに，明け暮れている
のだ。私たちを切り裂いている亀裂は深く，どんなに組織だった宗教も，失
われた統ーを取り戻すことはできない。私たちは，確イ言の基盤を再建して，
人聞が自尊心と喜びをもって従うことができる人生設計会案出してくれるよ
うな，活力あふれる生きた宗教を待ち望んでいるのである却。救済とは，自
己発見のことであり，よそごとからの解放のことである。「パガヴァット・
ギーター』は，訓練を積んだ理解力は，細部に気を散らされることもなけれ
ば，様々な目的に問分五裂することもないと，告げている加。それには，全
体性の感覚が備わっているからで，生の欠けたるところなき統ーが備わって
いるからで，私?とちを最も深刻な危機にも直面させてくれるような停泊地が
備わっているからである。哲学の役目は，私たちに，霊的結集センターを与
え，プラトンが好んで共感的ヴィジョンと呼んだものを与え，また， ヒンド
ウーの思想家たちがサーマンヴァーヤsamanvayaという言葉で言っている
ものを，つまりは，宗教的スピリットを疑いに基づく解体から解放して，信
条やセクト同士の戦いを過去のものにするような， (静けさと，平安と，喜
びに満ちた)哲学を，与えることにあるのである。
第二章終り
(やまぐち・やすじ 元文学部教授)
